
実践事例と分析 

 

実践事例 「相手を深く理解するためには」（実施学年：２学年） 

 

１ 本単元の「ものがたりの授業」構想図 

 

２ 本単元で育成する資質・能力  

知 識 

技 能 

・コミュニケーションを行う際に、相手の話し

た考えや気持ちなどの内容を聞き取り、正確に

理解する技能を身につける。  

〇「メモ」「聞き返し」「質問」「例を出す」

など、相手を深く理解するための方法を知り、

身につけることで相手の考えや気持ちなどを正

確に理解することができる。  

思 考 力 

判 断 力 

 表 現 力 等 

・相手が話した内容に関して、自分の理解度に

よって、相手を深く理解するための適切なスキ

ルを使い分け、使用する力を養う。  

〇相手の話に応じて、どのように内容を理解で

きるかを考えたり、適切なスキルを使ったりし

て、相手のことを深く理解することができる。  

学びに向かう力 

 人間性 等 

・話している相手のことをよりよく知ろうとす

る態度を養う。  

・仲間と共に、問題解決を図ろうと協力する姿

勢を育む。  

〇相手を深く理解するための方法を自ら積極的

に試そうとしたり、問題解決を図るために、仲

間と協力しようとしたりすることができる。  

★授業者のねがい（授業を通して生徒に期待する成長や変容） 

今までの自分の『聞く』姿勢を思い返し、相手を深く理解しようと意識し、工夫し実践

することで、『話す』ことと同じくらい『聞く』ことはおもしろいと感じてほしい。 

●題材（ 英語を『聞く』こと ）に対する「ものがたり」の変容 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『 も の が た り 』 の 授 業 

（学習前） 

 自分の英語を伝えるのは楽

しいが、ネイティブの話す英語

は自分には速いし、難しい単語

もあるので、聞き取れないから

理解できない。 

（学習後） 

自分から聞こうと意識を変え、

メモを活用したり、相手に質問を

したりすることで、相手のことが

理解できるようになり、伝えるこ

と以外の楽しさを感じられた。 

 

≪（授業者が考えた）単元学習後の「振り返り」例≫  ＊「自己に引きつけた語り」部分 

 普段、ネイティブの方と英語を話したり、英語を聞いたりする機会はないので、そういう機

会があったときのために授業を通して文法や単語を学び、コミュニケーション活動を通して会

話ができる準備をしてきた。しかし実際、留学生やジョン先生と話をした時に、自分の考えや

思いを話すことはできたが、相手の話す英語が速かったり、難しい単語が多かったりと、自分

には理解できないと諦め、理解したふりをして話を流してしまった時があった。そして、相手

のことを深く理解するということができていないことが単元を通してよく分かった。 

しかし、聞こうとする意識を持ち、さまざまな工夫をすることによって、相手のことが深く

理解できるようになった。アイデア次第で、話し手のことを理解することが分かった。 

 話す、聞く力がついてきたので、外国の方と会ったときに話すことを諦めたり、恐れたりす

るのではなく、意欲的に相手のことを尋ねたり、自分のことを伝えたりすることで、コミュニ

ケーションをとっていきたいと思った。 

ただ会話中に、毎回メモをとったり、何度も聞き返したりするのはいかがなものかと思っ

た。相手に失礼ではないだろうか。 

探究的な学び 

他者と語り合う 



３ 単元構成（全４時間） 

時間  学習課題（中心の問い） と ◆学習内容 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

４ 

(本時) 

どうすれば話している内容が理解できるだろうか？ 

◆相手が話している英語を聞き取るにはどうすればよいかを考える。 

◆ALTがスピーチを行い、生徒は考えた手法を試す。 

話している内容を理解できるだろうか？ 

◆①Request（お願い）②Take notes（メモ書きをする）③Organize（整理する）

を活用し、実践を行う。 

話している内容を深く理解するには？ 

◆イラストを説明するゲームを通じて、解決策を考える。 

◆①説明 ②類似した例 ③質問 を活用する。 

相手を深く理解するには？ 

◆班でALTからスキルを用いて情報を聞き出し、理解したことが正しいか、教師に

確認してもらう。 

 

４ 本単元で表出した生徒の「ものがたり」例 



研究の分析 

 

研究内容（１）コミュニケーション能力を段階的に獲得するためのカリキュラム設計 

 

１～２年生の２年間において、コミュニケーション能力の段階的な獲得に向けての研究を

行った。生徒の振り返りやアンケートの見取りを通して、各単元においてどのような成長や

困難があったかを分析した。 

 

 １年生の授業「あなたの知らない私」（１１月実施）では、ALT にスピーチを行った。生

徒の振り返りには、「期待感」や「緊張感」に関する記述が多く見られた。英語話者と実際

に話す機会を設定することは、生徒の学習意欲によい刺激を与えると感じた。また、自分で

考えた英語が相手に伝わるという経験を通して、自身の成長を実感した生徒も多くいた。し

かし、失敗を恐れたり困難を感じたりする生徒も多く、31％（N=102）の生徒が英語で会話

することに楽しさを感じていなかった。（単元後のアンケートより）そこで、授業中にコミ

ュニケーション場面を多く設定し、生徒同士でも英語を話す場（練習する場）を増やすこと

とした。 

 

 文法能力 社会言語能力 談話能力 方略能力／CS 

１
年
次 

a 代名詞（人称、指示） 

b 接続詞（because） 

c 助動詞（can） 

d 前置詞 

e 動詞の時制及び相など 

（現在形、現在進行形、

過去形、過去進行形） 

◯言語の働き 

・命令、質問、申し

出、依頼（please, can

等） 

◯丁寧さの度合い 

・敬称（Mr. / Ms.） 

・please の使用 

・情報や内容を整理

する 

・話を組み立てる（導

入、展開、まとめ） 

・つなぎことば（first, 

second, third 等） 

・Mime（ジャスチャーなどの非

言語手段で伝える） 

・Literal translation（知らない

語句の代わりに、他言語から直訳

して表現する） 

・Listener support（相槌を打つ） 

・Asking for repetition（対話者

に繰り返しを依頼する） 

２
年
次 

b 接続詞（when, if, that） 

c 助動詞（will, must） 

d 前置詞 

e 動詞の時制及び相など 

（未来表現、現在完了形、

現在完了進行形） 

f 比較表現   g to 不定詞 

h 動名詞     j 受け身 

◯言語の働き 

・申し出、依頼（could, 

may, will, would 等） 

◯丁寧さの度合い 

・can, could の使い分

け 

・will, would の使い

分け 

・情報や内容を関連

づける 

・事実と自分の考え、

気持ちを区別する 

・つなぎことば

（besides, next, in 

fact, though 等） 

・Over-explicitness（通常求めら

れるよりも多くの語を用いる） 

・Self-rephrasing（情報を補足し

て言い換える） 

・Echoing/ Represent（対話者の

発話を繰り返す） 

・Asking for clarification（対話

者の発話内容の明確化を求める） 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜毎時間の振り返り＞ 

 

 

＜単元後の振り返り＞ 

 

 

 

 



２年生では、コロラド州立大学からの留学生を本校に招待し、日本や香川の良さを伝える

交流授業を行った。その結果、81％（N＝101）の生徒が英語で会話することは楽しいと回答

した。多くの生徒が、自分の考えを相手に伝えられたという喜びや、自分たちの住んでいる

地域の良さを英語で伝えられたという達成感を感じていた。この経験は、英語を学ぶ意味や

価値の実感にもつながったと考える。しかしその一方で、65％の生徒が「聞くこと」に対し

て困難を感じていた。自分の考えを話すことはできたが、相手の英語を聞き取り、相手の考

えや気持ちを理解することはできなかったのである。普段の授業では味わえない体験をする

ことで、生徒たちの新たな課題が見つかった。 

そこで、２年生後半では【伝え合う姿】に焦点を当てて、特に「聞く力」の育成に重きを

置いた実践授業（１１月実施）を行った。グループで試行錯誤する場面を設定し、他者から

様々な意見を取り入れることで、生徒は自分なりの解決策を導き出していた。また、解決策

を考えさせるだけでなく、実際に実践させた。失敗や成功を体験することで、生徒の学びは

促進し、学習意欲の向上につながることが分かった。「聞くこと」について、相手の発話を

繰り返したり聞き返したりするなど、スキル面での改善は見られたが、相手が言いたいこと

を理解するまでには至らなかった。 

 

 文法能力 社会言語能力 談話能力 方略能力／CS 

２
年
次 

b 接続詞（when, if, that） 

c 助動詞（will, must） 

d 前置詞 

e 動詞の時制及び相など 

（未来表現、現在完了形、

現在完了進行形） 

f 比較表現   g to 不定詞 

h 動名詞     j 受け身 

◯言語の働き 

・申し出、依頼（could, 

may, will, would 等） 

◯丁寧さの度合い 

・can, could の使い分

け 

・will, would の使い

分け 

・情報や内容を関連

づける 

・事実と自分の考え、

気持ちを区別する 

・つなぎことば

（besides, next, in 

fact, though 等） 

・Over-explicitness（通常求めら

れるよりも多くの語を用いる） 

・Self-rephrasing（情報を補足し

て言い換える） 

・Echoing/ Represent（対話者の

発話を繰り返す） 

・Asking for clarification（対話

者の発話内容の明確化を求める） 

３
年
次 

a 代名詞（疑問、関係代名  

詞) 

b 接続詞（that） 

d 前置詞 

g to 不定詞 

i 現在分詞や過去分詞の形

容詞としての用法 

k 仮定法 

◯言語の働き 

・指示、助言（might

等） 

◯丁寧さの度合い 

・may, might の使い

分け 

・内容の概要や要点

を捉える 

・つなぎことば（then, 

on the other hand, 

however, so, for 

example, in other 

words 等） 

・Response rephrase（対話者が

理解できない語句を言い換える） 

・Comprehension check（自分の

発話内容が相手に理解されたかを

確認する） 

・Asking for confirmation（自分

が相手の発話内容を理解できてい

るかを確認する） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜単元後の振り返り＞ 

 

＜１年次のアンケート結果＞         ＜２年次のアンケート結果＞ 

 

また、令和５年度よりチェンマイの中高校生との交流も行っている。時差の関係もあり、

希望者のみの参加ではあるが、毎回同じグループで交流を行っているため、生徒同士の関係

が徐々に構築され、互いの国の文化や学校生活等について、授業で学習した単語や表現を用

いながら意欲的に交流する姿が見られた。 

＜交流に参加した生徒の振り返り＞ 

 

 

 

 

 

 

英語で会話することは楽しいと思いますか？（１年生）

69%

31%

Yes

No

英語で会話することは楽しいと思いますか？

（２年生）

81%

19%

Yes

No



研究内容（２）試行錯誤しながら自分の考えや気持ちなどを伝えるための単元構成の工夫 

 

２年生の実践授業では、教師が意図的に困難（課題）を設定することで、生徒たちの試行

錯誤を促した。 

 

１時間目 

 留学生との交流において課題となった「聞く力」について確認を行った。実際に ALT に

話をしてもらう中で、「速くて聞き取れない」「聞いたことがない単語がある」「何を言っ

ているのか分からない」という状況を作り出した。そして、その困難をどのように解決して

いくかをグループごとに考えた。 

 

【生徒の振り返り】 

 

２時間目 

 それぞれのグループで考えた方法を実際に試す時間を設けた。その際、生徒から多く出た

のは、①お願いをする（ゆっくり話す、何度か言ってもらう等）、②メモの活用（聞き取っ

たことを可視化する）、③情報の整理（要点をまとめる）、であった。これら３つを全体で

確認し、必要に応じて活用するよう伝えた。グループごとに理解度が異なったため、それぞ

れが試行錯誤し、内容理解に努める意欲的な姿が見られた。 

 

【生徒の振り返り】 

 

 

３時間目 

ALT が言っていることを聞き取ることはできたが、本当の意味での理解は不十分であっ

た。例えば、ALT が I like bannock and bison or elk burgers.と言った際に、生徒は下線部

がどういうものなのかは理解していない。それでは相手を本当に理解したことにはならない

と伝えると、生徒たちはどうすればよいかを再度考え始めた。 

 



この授業では、イラストを説明するゲームを通して、①説明してもらう（分からないこと

を明確にする）、②類似したものを例に出す（考えるためのヒントを得る）、③質問する（具

体的に聞く）をスキルとして練習した上で、解決策を考えさせた。生徒にとって抽象から具

体へのアプローチは難しいように思えたが、それぞれが必要感をもって活動に取り組み、

ALT にどのような質問をするかを真剣に考える姿が見られた。 

 

【生徒の振り返り】 

 

４時間目  

 前時で考えた解決策をもとに、グループごとに ALT と話して内容の確認を行った。手に

入れた情報が本当に正しいかどうか、写真やイラストを用いて確認を行った。生徒たちは活

動を楽しんでいたが、時間的制約があり、ALT と個人が関わる時間が短くなってしまった。

また、英語力の差によって、他人任せにしてしまう生徒も見られた。 

 

【生徒の振り返り】 

 

 生徒の試行錯誤を促すためには、教師主体ではなく、生徒主体の授業展開が必要である。

今回の実践では、生徒の思考に沿った課題設定や、グループごとの試行錯誤の時間を取り入

れた。グループ全体として成功体験を得ることはできたが、個人での問題解決には至らず、

コミュニケーションの喜びを実感できなかった生徒もいた。全ての生徒にコミュニケーショ

ンの喜びを実感させるためにはどうすればよいか、今後の課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究内容（３）学びをつなぐための振り返りの工夫 

 

 毎授業の最後に、自分の心境と本時を通しての学びを記述する振り返りを行った。そして

単元終了時に、自分の心境や考えの変化を振り返ることで、学びがつながるようにした。 

 

＜生徒の振り返り＞ 

 

 心境をイラストで表現することにより、その生徒にとって本時がどのような１時間だった

かを視覚化した。心境の変化を記録することで、生徒が単元全体を振り返ったときに、自身

の変化を見取りやすくすることができた。しかし、何によってその変化が起こったかが不透

明であった。今後はその理由等も記述させたい。振り返りの見取りを通して、教師が講じた

手だての有効性を確認するとともに、授業改善につなげたいと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 



成果(○)と課題(●) 

 

研究内容（１）コミュニケーション能力を段階的に獲得するためのカリキュラム設計 

○ 段階に応じたスキルを獲得させることにより、英語やコミュニケーションストラテジーを

使って会話を継続しようとする生徒の姿勢を育むことができた。 

● 同じカリキュラムで学習をしても、必ずしも全ての生徒がコミュニケーション能力を確実

に獲得できるわけではない。生徒一人一人の習熟度を見極め、臨機応変に授業を展開したり

カリキュラムを修正したりする必要がある。 

 

研究内容（２）試行錯誤しながら自分の考えや気持ちなどを伝えるための単元構成の工夫 

○ 英語を使う目的・場面・状況を明確に設定することで、生徒は意欲的に活動に取り組む

ことができた。 

○ グループ活動を取り入れることで、自分にはなかった新しい見方・考え方に触れ、課題

解決に向かって協働的に活動する生徒の姿が見られた。 

● 他に任せきりになり、課題に真剣に向き合えていない生徒もいた。個人で考えたり実践

したりする場面も必要である。 

 

研究内容（３）学びをつなぐための振り返りの工夫 

○ 単元の前後に同じアンケートを実施することで、単元を通しての生徒の変容を見取るこ

とができた。 

○ 生徒の感情を表出させることによって、それぞれがどのような気持ちで授業に取り組ん

でいたか、また単元全体を通しての変化が見取りやすくなった。 

● 教師の手だての有効性を判断するために、振り返りの内容や書き方の工夫が必要である。 

 


